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新規に収載された品目を含有 し、新規に承認申請を行 うものであって、当該
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般試験法との相達性を十分確認した上で、日常の試験検査業務において、改正外
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別表

月J信己II

旧名称 新名称

フィチン酸 フィチン酸液

ヤシ油脂肪酸メチルタウリンナ トリウム液 ヤシ油脂肪酸メチルタウリンナ トリウム


